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１．はじめに 

 国土交通省では全国の道路管理者に対して，早急に橋の点検を実施して，その実態を把握すると共に，「橋

の長寿命化修繕計画」を策定し，橋の維持管理を事後保全から予防保全に切り替える方針を打ち出した．これ

に関して，都道府県では平成 23 年度末を，市町村では平成 25 年度末を期限として「長寿命化修繕計画」を

策定し，「計画」に則った補修・補強を行えば，これに要する費用の 50～55％を補助するとの方針を示してい

る． 
 そのため市町村では「橋の長寿命化修繕計画」の策定と運用体制の立ち上げが喫緊の課題であり，その支援

策として京都府中丹広域振興局建設部と舞鶴工業高等専門学校は，市町の技術職員を対象とした橋の維持管理

に関する研修会を設立した．ここでは，本研修会の１年６カ月間の実施状況とその成果を報告するとともに，

市町村における課題を整理する． 
２．京都府北部地域の概要  

 京都府は南北に細長い地形をし

ており，その北部地域は綾部市，

舞鶴市，福知山市からなる中丹地

域と宮津市，京丹後市，与謝野町，

伊根町からなる丹後地域から構成

されている．北部の市町が管理す

る橋梁の合計は，橋長が 2m 以上の

橋梁は 3710 橋，そのうち橋長 15m

以上が 580 橋である．橋長 15m 以

上の橋梁のうち建造から 50 年以

上経過した橋梁は 48 橋，橋長 2m

以上の橋梁のなかで交通規制して

いる橋梁は 19 橋ある． 

３．橋守研修会の内容 

 研修会は橋に係わる損傷の原因，

メカニズム，対処方法等に関する

知識を習得する座学と，市町が管

理する橋梁を実際に点検する実習

を組合せたカリキュラムとしてい

る．また，当日の実習の前後には

対象となる橋梁についてのレクチ

ャーや点検・評価のポイントの説

明を行った．実習の成果は次回の研修会で報告を行い，毎回参加者対してアンケートを実施し研修内容につい

ての反応や技術相談を受け付けた．研修内容の詳細については表 1を参照されたい． 
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表 1 橋守研修会の内容 

実施年月日 場所
受講
人数

形態
内　　容

（毎回アンケートを実施し次回にリプライを配布）

第01回 2009年11月5日 舞鶴高専 25 座学
研修会設立の主旨，長寿命化修繕計画，市町村での実施上の
問題点，京都府・舞鶴高専の取組

第02回 2009年12月10日 舞鶴市 21 実習
相生橋（RC）と八幡橋（M)の点検，基礎データ収集要領（案）の解
説，ゲルバー桁の断面力図

第03回 2010年1月14日 舞鶴高専 26 座学
「コンクリート構造物のひび割れとその対策：小野紘一（京大名誉
教授）」，相生橋調査結果，八幡橋の対策案

第04回 2010年2月17日 福知山市 21 実習 長田野中橋（M）と野笹橋（RC)の点検，実習前・後の点検講習

第05回 2010年3月18日 福知山市 29 座学
「道路橋床版と橋の簡易維持管理手法について：松井繁之（阪大
名誉教授）」，長田野中橋と野笹橋調査結果

第06回 2010年5月20日 舞鶴高専 31 座学
コンクリート系橋梁の補修・補強，朝日橋・しいのき橋施工事例紹
介，技術相談８件

第07回 2010年6月15日 綾部市 23 実習
大迫橋の点検，実習後の点検講習，F11T高力ボルトの遅れ破
壊，補修工法の概略工費，技術相談２件

第08回 2010年7月22日 福知山市 27 座学
「防食塗料と塗装：山崎明（日本ペイント株式会社）」，点検カメラ
の紹介，技術相談6件

第09回 2010年8月19日 綾部市 24 見学
新綾部大橋橋梁修繕工事見学，橋の老朽化対策研究会の紹
介，技術相談1件（石造桁橋の評価について）

第10回 2010年9月17日 舞鶴市 23 見学
点検用ビデオカメラによる点検状況の見学，斜張橋のケーブル張
力測定，技術相談7件（塗装関係）

第11回 2010年10月14日 綾部市 23 座学 「鋼橋の維持・補修：本間順，野澤栄二（橋建協）」

第12回 2010年11月16日 京丹後市 20 実習 新山橋（M)の点検，実習前の点検講習

第13回 2010年12月20日 福知山市 24 座学
「コンクリート橋の変状と補修補強：松川治雄，三田建大（PC建
協）」，新山橋の点検結果，技術相談2件，技術紹介

第14回 2011年2月4日 舞鶴高専 26 座学
「コンクリート構造物の塩害とその対策：丸山久一（長岡技術科学
大学大学院教授）」，次年度用アンケート
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４．研修会の成果 

 事前に行ったアンケートによると，市町村の技術者は「橋の

長寿命化修繕計画」の重要性を十分認識しているものの，①人

員削減による通常業務の増加に加えて本件の業務を遂行する

ことの困難性，②橋梁の保全に関する技術力の不足，の２点に

おいて国や都道府県とは大きく異なる状況下にあることがわ

かった． 

14 回目の研修会の際，今後の展開についての総括的なアン

ケートを実施した．その結果によると，地域に密着した形で研

修会を開催し，同一人物が連続的に参加することを強く希望し

た結果，②に関しては一定の成果が得られた．また，近隣の技

術者が情報交換でき，敷居の低い技術相談の「場」を提供でき

たことも評価された． 

現地実習を通して，開発が活発ではない地域に位置する橋梁

は，建造以来改築されることなく現在まで使用され続けており，

静かに劣化が進行しているという印象が深まった．利用頻度が

低く，迂回路があるとは言え生活道路の健全性を把握すること

の重要性を市町村の技術者と共有することができた． 

５．問題点・課題 

 本研修会を実施した経験とアンケート結果から，市町村の橋

の長寿命化修繕計画の策定と実施に向けた取組に対して，下記の問題点が明確になった． 

①橋梁に関する専門知識を有する技術者が近隣に不在 ⇒ 拠点となる学校が支援する必要あり． 

②点検の次のステップ，診断と修繕計画の策定に対する知識不足 ⇒ 今後の研修会の課題． 

③補修・補強工法とその積算知識の不足 ⇒ 施工現場の見学＋事例収集が必要． 

④地方財政（補助金制度）と橋梁の維持修繕費用の関係 

⑤ノウハウを蓄積した担当者の配置転換 ⇒ 全職員に周知されるまで研修は必要なのか？ 

⑥地域のコンサルタント，ゼネコンの技術不足 ⇒ 補修工事によって逆にダメージを与える場合もある． 

⑦研修会に参加する職員が習熟者と初心者に２極化 ⇒ 習熟度別の研修会が必要なのか？ 

６．今後に向けて 

 前節に示した問題点・課題に対し，引き続き橋守研修会を実施すべしとのアンケート結果もあり，研修会の

内容を進化させながら継続したいと考えている． 

修繕計画の策定にあたっては，橋ごとに重要度や予防保全のストーリーを描く必要がある．そのため，通常

業務の外部委託とは異なり，計画策定の外部委託では道路管理者としての戦略を明確にし，修繕計画に反映さ

せる必要がある．地域の特性を熟知した市町村の技術者であればこそ実効性のある計画策定が可能であると考

えるが，戦略を明確にする事の困難性も認めざるを得ない．しかし，地方分権が

進むと考えられる将来に向けて，地域の安全・安心を守るためにも市町村の職員

の技術力の向上と，予防保全業務がプラスαではなく主要業務であるとの共通認

識を形成していく必要があると考える． 
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写真 2 RC 橋の現地実習 
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